
いじめ対応フローチャート

教職員がいじめが疑われるような まわりの子どもが、いじめの いじめられている本人が訴えてき
状況に気づいたとき 存在を訴えてきたとき たとき

その場にいた子どもたちに
事情を尋ねる。

集団の状況に関する情報を収集す
る。

いじめの行為が、明らかに犯罪だと思われ
る場合は、まわりの子どもから事実が確認
でき次第、警察や児童相談所などの関係機

いじめ構造の存在を確認、または、疑いが濃くな 関と連携し、隔離する。また、被害者の安
ったら、被害に遭っていると思われる子どもから 全を確保する。
聞き取りを行う。（その子どもが一番信頼できるで
あろう職員が聞き取りを行う。）

【 いじめの構造 】

④ ④ ④
③

④ ④
その子の相談に乗 いじめの詳しい状況、本人 ③ ① ②
ってくれる子ども の願い、一番信頼できる友 ④ ④
を見つける。 だちを尋ねる。 ③

④ ④ ④

①…いじめの中心となっている子ども
②…いじめのターゲットになっている子ども
③…いじめに加わっている子ども
④…いじめを傍観している、あるいは、気づかないでいる子ども

協力してくれる子どもと一緒に、これからの作戦
を立てる。

いじめの被害を受けている子を、いじめを受ける可能性のある場から遠ざける。
さらに、被害を受けている子が安心して自分らしくいられる場所・時間・相手（友だち）を確保する。

協力してくれる子どもたちの力を借りて、 学校の中で、被害を受けることのない 保護者や関係機関・市民団体の協力
いじめの被害を受ける可能性のある場から 場所を確保し、そこで過ごすことが のもと、家庭や学校以外の場所で
遠ざける。 できる体制をつくる。 過ごす。

被害を受けている子どもの安心感や自尊感情・学力を保障しながら、④の子どもたちの中から協力してくれる子どもを増やし
ていく。と同時に、いやいや③の立場にいる子どもたちがいじめグループから自立できるよう支援する。

※その場にいた場合 ※その場に
いなかった場合

※その場での叱責は避ける。
（まだ真実が把握できて
いないため。）

※当該の子どもたちから、最も関係性がうすいと
思われる子どもから聞き取りを始める。
その際には、個別に、周囲に気づかれないよう
に聞き取りを行う。

※その子どもが、いじめの
存在を否定した場合、
もしくは、黙秘した場合

※話してくれる場合

※この時、教師はいじめに
気づくことができなかった
ことを謝る。また、いじめ
られる側は悪くないことを
はっきり伝える。そして、
これから、いじめをなくし
ていくことを約束する。
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※積極的に協力してくれる
子どもだけにしぼる。
しぶしぶ協力するような
子どもは、無理をさせない。
頼られることに喜びを
感じられる子どもが望ま
しい。

※集団の状況の把握は、継続して行う。そして、集団のすべての子どもが、上図のいじめ構造
①～④のどこに位置しているのかを把握する。

※この段階で、保護者にも状況を伝え、協力体制をつくる。
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※協力してくれる子どもの強いサポートが
得られ、被害にあっている子どもがそれ
を望む場合

※協力してくれる子どものサポートが弱く、
被害にあっている子どもがそれを望む場合

※すぐには、協力してくれる子どもが
見つからず、被害にあっている子どもが
それを望む場合

※被害を受けている子どもが一人になる状況
をつくらないようにする。授業は、できるだ
け複数の教職員で行う体制をつくる。

※協力してくれる子どもと、被害にあっている
子どもが、人目に触れず安心して一緒に
過ごせる時間をつくる。教職員は、チームを
つくり、学習支援を行う。

※保護者と協力して、協力してくれる子ども
と、被害にあっている子どもが、人目に触れ
ず安心して一緒に過ごせる時間をつくる。
教職員は、チームをつくり、家庭での学習
支援を行う。

※このような動きは、決していじめグループに悟られてはならない。このような動きがもれると、協力してくれる子どもたちがいじめの被害に遭うことに
なる。協力してくれる子どもは、教職員が全力で守らなければならない。

※③の立場にいる子どもに対しては、一緒にいても自分がいじめられないということにはならないこと、いじめグループの中で使いっ走り的な立場に
置かれること、いじめグループから離れるときには仲間と協力して全力で支援することを伝える。

※①の立場の子どもに対しては、担当の職員を決め、叱責するよりも、一緒に楽しい時間を過ごすことができるようにする。



④の立場にいる子どもで、傍観者的立場にいる子どもを協力者にする。
また、積極的協力者には行動化を支援する。

④の立場にいる子どもで、傍観者的立場 ③の立場にいる子どもが、いじめグルー ①の子どもに注意できる子どもには、
にいる子どもに協力してくれるよう働き プから自立するよう促したり、自立しよ 注意する行動を促す。
かける。 うとしている子どもを支援したりする。

①以外の立場の子どもが、いじめをなくしたいという立場に立つことができた段階で、学級または学年全体での話し合いを持つ。

いじめている子どもの本当の思いに迫り、いじめている子どもをいじめから解放する。

【 話し合いの進め方の例 】

●「Ａ：自分たちの集団の中で起こっていたことは何か」
「Ｂ：その中で自分はどのような立場にいて、どのような行動をとっていたか」
「Ｃ：その自分の行動に対して今、どう思っているか」
「Ｄ：これから自分はどのように行動していくか。」 を全員が綴る。

●Ａに綴ったものをもとに、まず集団の中で起こっていたことを確認する。

●Ｂ・Ｃ・Ｄについて、語り合う。

●①の立場にいる子どもを責めるのではなく、いじめの罠から助けたいことを伝え、①の立場にいる子どもに迫る。

●いじめている子どもの本当の思いや願い・つらさを共有する。
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※協力者の子どもたちと協議しながら、具体的な作戦を
立てていく。教師もチームの一員として行動する。

※学級だけでなく、学年全体として取り組みを進める。
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※このような取り組みを進めながら、教職員は、①の立場にいる子どもの生活背景や思いの把握を行っていく。

※この段階まで到達できれば、真にいじめが解決したと言える。しかし、いじめている立場の子どもが心を開くのは難しいケースが多い。だが、
第１段階がクリアできれば、いじめられている子どもの命を守ることができる。第２段階までクリアできれば、子どもたちの中に実体験に基づいた
いじめを乗り越える力が育ち、再発を防げる可能性が高まる。教職員集団の見通しとして、第３段階までを見据えておくことが重要である。

※いじめている側の子どもが真に解放されるためには、その子どもとの信頼関係づくりとともに、家庭や関係機関・団体との連携が必要になる
場合も出てくる。そのような場合には、学校として責任を持って支援にあたらないと、いじめを再発させることにつながる。

※協力している子どもたちとは、①や③の立場の子どもをこらしめることが目的ではないこと、
①や③の子どもたちをいじめから解放し、いじめをなくす仲間にしていくことが目的であることを
常に確認しておく必要がある。


